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Ⅲ ゾーニング 

 

３. １ ゾーニング 

①個別メニューを展開するエリアの検討 

愛知青少年公園の敷地状況と、前項までに整理した個別メニューの展開上必要となる空間条

件を重ね合わせ、個別メニューを展開していくエリアを検討した。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

取り組みの 4 つの視点と

個別メニュー 

 

 

 

必要となる空間 

1）子どもから高齢者までみんなに楽しく親しまれる 

①快適な環境の中で健康づ

くりスポ－ツやレクリエ

ーションを楽しむ 

→広い平坦地 

→児童総合センター周辺 

→園路広場等（図示略） 

②世代間交流や、にぎわいの

ある公園利用を推進する 

→入口からアクセスしや

すい広々とした芝生

空間や広場 

③日本の伝統文化にふれ、楽

しむ 

→日本庭園 

④地域との連携を図り、公園

の利活用を増進する 

→公園エントランス周辺 

及びフィールド全域  

⑤最新技術や博覧会の成果

を活用し公園づくりに活

かす 

→人が集まりやすい 

 公園の中心部の空間 

2）環境と共生し環境学習活動の拠点とする 

①生活環境系、自然環境系を

合わせた総合的な環境学

習活動の拠点として楽し

く学び、体験し、実践につ

なげる 

→人が集まりやすい 

 公園の中心部の空間 

→樹林地、ため池、園路

広場等の環境学習フ

ィールド 

②環境負荷軽減に配慮する →園路広場等（図示略） 

→リニモ側の駐車場 

③緑の育成と保全を図る 

 

→既存樹林地、植栽地 

3）広域的な防災活動拠点とする 

 

①中核広域防災活動拠点と

して必要となる機能を整

備する 

 

②防災体験・教育訓練の場づ

くり 

 

 

→防災支援活動拠点とな

る広い平坦地 

 

→駐車場、園路 

 

 

4）県民の参加・協働によりみんなで公園を育てる  

①県民と行政のパートナー

シップによる公園管理運

営への取り組みを推進す

る  

②県民との協働による各種

プログラムを実践する 

③県民との協働の情報発信

等により、県民の参加意欲

を醸成する 

→公園エントランス及び

各エリアへのアクセ

スが良好な公園の全

体管理に適した空間 

→協働プログラム等の実

践空間 

→フィールド全域 

 

保全エリア 

まとまり

のある広

い平坦地 リニモの駅
と隣設する
公園のメイ
ンエントラ
ンス 

サブエン

トランス 

児 童 総 合 セ
ンター、児童
年 記 念 館 と
の 連 携 が 望
ま れ る エ リ
ア 

人が集まり

やすい公園

中心部 

公園両入口
の間にある、
大きな芝生
スペースと
水辺空間 

  凡   例 

博覧会前整備区域 
博覧会会場施設撤去後
のオープンスペース 
公園出入口 

    林床花園 

   日本庭園 

親林楽園 

 

南部樹林地 

敷地状況 

まとまりの
ある広い水
辺空間 

個別メニューを展開するエリア 

展開エリア 
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②ゾーニング 

公園のゾーニング（空間構成）は、公園の整備・活用の方針と前項におけるエリア検討を勘

案し、以下にように設定した。配置された各エリアは、エリア検討で示したように単一ではな

い複合的な機能を有しており、利用面・景観面など相互に関係を持たせた空間構成としていく。

各エリアの性格と主な利用イメージを、次頁に示した。 

 

■ゾ－ニング図 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

凡 例 

     公園入口 

     公園境界 

※1 イデアのひろば：これからの公園のあり方を象徴する空間

日本庭園 

健康スポーツ
ひろば

愛知県児童総合センター 

サブエントランス
ひろば 

愛知国際児童年記念館

健康スポーツ
ひろば

アイススケ－ト場 
温水プール

林床花園 

南部樹林地 

親林楽園

みんなの 
ひろば 

イデアの
ひろば 

※1 

自然体感遊具 

もりのゾーン 

樹林や池など豊かな緑の中に
身を置いて、自然とふれあい、
憩い、学ぶゾーン 
 
●樹林地内での野外活動や四季

折々の自然とふれあい、自然環

境への理解を深める空間の整備 

●伝統と文化を学び、ふれあう日

本庭園の整備  

●もりのゾ－ンに生息する多様な

生物や自然環境を保全・育成   

万博会場駅 

公園西駅 

（県道）力石名古屋線 

籾名古

緑や水にふれながら心と身体を
解放して、家族や仲間と遊び・
楽しむゾーン 
 
●家族や仲間と楽しむレクリエー

ション、健康づくりスポーツ活動

空間の整備 

●水と緑を活かした多様な交流空

間の整備 

●環境学習など博覧会の成果を継

承していく機能の導入 

●防災拠点としての機能向上 

メインエントランス
ひろば

こどものひろば

ひろばのゾーン 
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■ 各エリアの性格と利用イメ－ジ 

 

名 称 各エリアの性格 利用イメ－ジ 

みんなの 

ひろば 

水と緑の中での

多様な交流 

・芝生広場のような多目的利用が可能な開放的な空間で、子どもか

ら老人までの幅広い公園利用者が、多様な交流を賑やかに展開 

・各種イベント・プログラムの展開、県民協働による公園づくりプ

ログラムの実施、公園管理運営拠点 

・野外活動、資源循環・自然エネルギ－等についての体験学習、キ

ャンプ・ディキャンプ利用 

・非常時における防災支援活動拠点として利用 

こどもの 

ひろば 

子どもの遊び 

体験 

レクリエーション 

・子どもの遊び・体験・レクリエーションの場として利活用 

・愛知県児童総合センター、愛知国際児童年記念館との連携 

・自然エネルギーを活用した遊具や施設、利用プログラムの導入 

・県民協働による子どもを中心とした公園づくりプログラムの実施

健康スポー

ツひろば 

健康づくり 

スポーツを家族

や仲間と楽しむ 

・緑に囲まれた広い空間、環境を活かした県民の複合多目的な健康

づくりスポーツの場（サッカー、野球など）として利用 

・利用メニューは、旧公園の利用実態や周辺分布状況を考慮し決定

・非常時における防災支援活動拠点として利用 

メインエントラ

ンスひろぱ 

サブエントラン

スひろば 

エントランス 

・公園のエントランスらしい華やかさや環境共生への配慮を考慮し

た空間 

・公園全体案内や情報提供 

・リニモ公園駅や駐車場からの安全で快適な利用 

・公園の全景を見渡すことができる（メインエントランス） 

・パーク＆ライド（メインエントランス） 

・防災時の緊急車両駐車スペースとして利用 

イデアの 
ひろば 

 

（コアひろば） 

コアとなる 

テ－マ展開 

・博覧会の継承として、モニュメンタリ－な場所、これからの公園

のあり方・理念を象徴する空間 

・博覧会成果を継承、例えば資源循環などへの取り組みを関係機関

や団体、企業、市民と協働で実践 

・複合交流体験機能を持たせた施設の設置 

（公園管理運営機能、環境学習機能、サスティナブル技術展示、

博覧会の理念の継承、防災支援機能など） 

・博覧会で培われた交流の場としての継続的活用 

林床花園 
四季折々の樹林

風景を楽しむ 

・ユニバーサル園路を利用して誰もが森に入って四季折々の風景を

楽しむ 

・環境学習の場として利用 

日本庭園 
伝統文化 

とのふれあい 

・伝統文化とのふれあい拠点として多面的に利活用 

・鑑賞会、茶会、月見会、お花見会等、各種イベントを、関係団体

県民等とのパートナーシップによる開催を検討 

親林楽園 
自然学習 

野外活動 

・樹林地内での活動を通じて身近な自然にふれあい、学習し、自然

環境への理解を深める場として利用 

・フィールドセンターを活動拠点として利用 

・リサイクルセンターでは刈草・剪定枝を堆肥化し、園内リサイク

ルを実践 

 

南部樹林地 緑地保全 

・樹林地の保全を第１に考えるエリア 

・観察会等の環境学習プログラムとの連携により、必要時に開放し、

自然学習・教育活動を実施 

・インタープリター活動と合わせての利用を検討、エコツアーの実

施など 

も
り
の
ゾ
ー
ン 

ひ
ろ
ば
の
ゾ
ー
ン 
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【資料】 

 

■「21 世紀にふさわしい公園づくり委員会」委員名簿     （委員は五十音順） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 氏 名（敬称略） 役職等 

委員長 
 
涌井
わ く い

 雅之
まさゆき

 
 

桐蔭横浜大学教授 

阿蘇
あ そ

 裕
ゆう

矢
や

 静岡文化芸術大学教授 

伊藤
い と う

 祥子
しょうこ

 長久手町助役 

小川
お が わ

 巧記
たくのり

 
（財）2005 年日本国際博覧会協会市民参加 

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 

小河原
お が わ ら

 孝生
た か お

 (社)日本環境教育ﾌｫｰﾗﾑ理事 

芹沢
せりざわ

 俊 介
しゅんすけ

 愛知教育大学教育学部教授 

千頭
ち か み

 聡
さとし

 
ＮＰＯ法人こども環境活動支援協会代表理事 
日本福祉大学情報社会科学部助教授 

長谷
ながたに

 高史
た か し

 愛知県立芸術大学教授 

萩原
はぎわら

 喜之
よしゆき

 
NPO 中部リサイクル運動市民の
会代表 

半田
は ん だ

 真理子
ま り こ

 (財)都市緑化技術開発機構研究所長 

松本
まつもと

 守
まもる

 
(社)日本公園緑地協会 
        研究顧問  

三井
み つ い

 政
まさ

昭
あき

 （財）愛知県体育協会事務局長 

委 員 

山本
やまもと

 理絵
り え

 愛知県立大学文学部助教授 


